
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（ 多良木高等 ）学校 平成２９年度学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
くまもとの教職員像の教育行動指標である「認め・ほめ・励まし・伸ばす」を全ての教育活動の

基盤とし、校訓「平和・勤労・進取」を背景に、社会人としての基礎をつくる。 
 そして、「志高く キラリ輝く『多高生』～夢・汗・涙”感動体験”～」のキャッチフレーズの
もと、学校を人間成長の場と位置づけ、様々な「感動体験」を通し、「豊かな心」を育み、「生き
る力」を身に付けさせる。 
 更に、生徒一人一人の教育的ニーズに応じて指導し、進路目標の達成のために学力向上を中心と
した取り組みを実践するとともに、社会に貢献できる人材の育成を図る。 
 併せて、「地域に根ざし、地域に開かれた学校づくり」を積極的に推進し、「地域から愛され、
地域から信頼される学校」を目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 
１求める生徒像                                           
（１）基本的生活習慣が確立できる生徒                              
（２）自ら意欲的に学ぶことができる生徒                                
（３）夢や希望に向かって努力する生徒                       
（４）「個」を大切に、「公」も大切にする生徒                            
（５）地域を知り、地域に貢献できる生徒                     
２努力目標                                        
（１）自らを律する力の育成                                  
（２）学力の向上                                   
（３）進路希望の達成                                   
（４）豊かな人間関係、コミュニケーション力の醸成   
（５）心身の健康増進                                   
（６）個に応じた指導の徹底 
（７）情報化社会に対応する能力の育成        
（８）地域に開かれた教育の充実             

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

学校活性
化 
 
 

○生徒及び地
域に取って
魅力のある
学校となっ
ているか 

○生徒の転退学
者等の進路変
更を１人も出
さない 

 
○「多良木高校

に来て良かっ
た」との自己
評価１００％
を目指す 

○会議や事務を
精選して、教
職員が生徒に
関わる時間を
増やす 

○支援学校や小
学校、地域の
方々との交流
する機会を増
やす（学校行
事の解放、ボ
ランティア活
動の充実） 

 
 
 
 
 

Ｃ 

○進路変更で２人の
転学者を出した。 

 
 
 
○体育コース、福祉 

教養コース、部活 
動等の単位で地 
域・支援学校との 
交流、ボランティ 
アを積極的に行っ 
た。 

○職員がやり
がいを感じ
、生き生き
と働いてい
る学校であ
るか 

○職員の休職や
長期の私傷病
を１人も出さ
ない 

○職員の在校時
間調査を通し
、適正な業務
分担となって
いるか確認す
る 

 
○会議や事務の

精選を図り、
職員が生徒に
関わる時間や
教材研究、自
己研修の時間

 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 
 
 
 

○月の在校勤務時間
数８０時間を超え
る職員が４月から
８月は平均５人、
１１月から１月は
平均０人に減少し
た。平均４５時間 

○指導力向上研修会
に、延べ９名の職
員が参加し、授業
改善のスキルアッ
プを図ることがで
きた。 



を確保する 
安全管理 
 

○学校管理下
での事故が
起こらない
ような対策
ができてい
るか 

○校舎内外の危
険箇所をなく
し、学校管理
下での事故を
ゼロにする 

○校舎内外の危
険箇所をなくし
、学校管理下で
の事故をゼロに
する Ａ 

○毎学期、職員全員 
 で安全点検を実 
 施、安全確保に努 
 めた。管理下にお 
 ける事故発生は 
 なく、また日頃の 
 教育活動におい 
 ても安全に留意 

している。 

○職員の不祥
事が起きる
土壌はない
か 

○職員が加害者
としての交通
事故や不祥事
が１件もない 

○計画的な職員
研修を実施し
、職員の連帯
感を醸成する 

Ｂ 

○職員の交通事故は
０件、交通違反が
１件発生した。指
導をして規範意識
の啓発を行った。 

学力 
向上 
 

学力向上 
 
 

○適切な内容
及び分量の
朝自習及び
家庭学習課
題を課すこ
とにより、
学習時間を
増やす取組
を積極的に
行っている
か 

 

○１日あたりの
平均家庭学習
時間を、７０
分確保 

 
○朝自習課題及

び家庭学習課
題「日々の演
習」の全員提
出 

○ＹＥＢＩＳＵ
ゼミ出席率９
５％ 

○家庭学習時間
を記録し、統
計や成績との
相関を生徒に
還元する 

○未提出者は、
放課後に提出
するまで指導
を行う 

 
○学習評価に直

結する内容を
実施し、動機
付けを図る。
また、欠席者
に指導を行う 

Ｂ 

○１日当たりの平均
家庭学習時間は 
66.7分と目標達成
できなかった 
が、数値は昨年度
よりも若干上昇し
た。目標達成のた
め、継続した取組
を行いたい。 

○個別指導でほぼ全
提出できた。 

○YEBISUゼミ出席率
96.2%（第４回まで
）で目標を達成で
きている 

○生徒が積極
的に授業に
取り組む環
境作りと教
師の分かり
やすい授業
展開が共に
なされてい
るか 

 

○授業に積極的
に取り組んで
いる生徒及び
授業に満足し
ている生徒が
共に８０％以
上 

（生徒による授
業評価アンケ
ート） 

○シラバス等に
よる評価方法
の提示、教師
によるわかる
授業の実践及
び教材研究の
工夫 

 

Ａ 

○授業に積極的に取
り組んでいる生徒
１学期93.6%→２
学期93.8%、授業に
満足している生徒
１学期90.7%→２
学期92.4%と目標
を達成できた。 

授業力向
上 
 
 

○教師間の相
互公開授業
や、年２回
の生徒を対
象にした授
業アンケー
ト結果を踏
まえ、授業
の改善の取
組を積極的
に行ってい
るか 

 

○相互公開授業
週間中に最低
３回の公開と
２回の参観を
課し、参観率
８割以上 

○生徒による授
業アンケート
を年２回実施
し、授業改善
案の提出を課
す 

○相互公開授業
週間を年２回
設定し、参観
を促す声かけ
と、参観状況
の確認を行う 

 
○期末考査後に

アンケート期
間を設定し、
長期休業中に
改善案の作成
を依頼する 

Ｂ 

○相互公開授業週間
を年２回実施でき
たが、参観率は76
％にとどまった。
参観できなかった
職員は固定されて
おり、参観を促す
工夫が必要だと考
える。 

○生徒による授業ア
ンケートは計画的
に実施できた。 

○教師が授業
改善の 

 取組を意識
して 
行っている
か。また、

○教師の説明が
わかりやすい
と感じる生徒
８０％以上。 

 授業が改善さ
れていると感

○相互公開授業
と生徒アンケ
ートの結果を
踏まえ、授業
改善を目的と
した研修会等

Ｂ 

○授業アンケートよ
り、わかりやすい
と感じる生徒は１
学期85.8%→２学
期86.3%と目標を
達成できた。改善



その環境が
整っている
か 

じる生徒５０
％以上 

○ＩＣＴ機器を
利用していな
いと感じる生
徒４割以下 

の設定 
 
○ＩＣＴ機器の

利用環境整備
と活用方法の
研修の実施 

されたと感じる生
徒は43.9％と目標
を下回ったが、変
わらないと答えた
生徒も含めると 
77.3％であり授業
に満足している生
徒が９割以上いる
ことを考えると変
わらないことも満
足度を維持してい
ると考えられる。 

○授業アンケートよ
り、ICT機器を利用
していないと感じ
る生徒は１学期 
64.8%→2学期54.5
%と減少したもの
の目標は達成でき
なかった。更なる
利用の促進が求め
られる。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路意識
の高揚 
 
 

○キャリア教
育について
、キャリア
プログラム
の見直しが
できている
か 

 
○学力向上や

資格取得に
ついて積極
的に取り組
むよう意識
付けを図っ
ているか 

 
○生徒の進路

意識を高め
るガイダン
スやタイム
リーな情報
の提供が行
われている
か 

 
 
 
 
 
○生徒の進路

希望を具体
的に把握し
、適切に進
路指導がで
きているか 

 
 
 
 

○学年や生徒の
実態に合った
キャリアプロ
グラムを計画
的に実施する 

 
 
 
○３年次までに

生徒全員が一
つ以上の資格
を取得してい
る 

 
 
 
○ガイダンスの

内容を生徒の
実態に応じて
見直す。また
、キャリアサ
ポーターや企
業・上級学校
の情報を生徒
・職員に提供
し、共有する 

 
 
 
○学期ごとに面

談やアンケー
トを通して生
徒の進路希望
を把握し、担
任・学年団と
の連携を深め
、就職や進学
のミスマッチ
を防ぐ。また

○「総合的な学
習の時間」に
、学年や進路
希望に応じた
キャリア教育
を、より適切
な時期に適切
な指導を行う 

○資格取得に向
けた取り組みを
各教科に働きか
け、資格の優遇
措置等の情報提
供を行う 
 
 
○生徒の実情に

応じた系統的
なガイダンス
を計画する。 
また、企業や
上級学校に関
する情報の集
約と発信を行
う 

 
 
 
 
○３学年では、

学年全体で生
徒の進路希望
を共有・検討
し、適切な対
応を図る 

 
 
 
 

Ｂ 

○キャリア教育の観
点から、時期に応
じた学習プログラ
ムを引き続き検証
し、適宜、追加・
修正を図る。 

 
 
○今年度３年生の資

格取得率（７９．
１％）は昨年度（
９３．８％）より
も大幅に低下し、
３年生全員取得は
達成できなかっ 
た。 

○ガイダンスは学年
の意向にも柔軟に
対応することがで
きた（実施・中止
も含め）。企業等
の情報は来校企業
からの聞き取りや
キャリアサポー 
ター、就職支援員
等により集約し、
進路ニュースを通
して事業所の情報
の発信ができた。 

○３年生の１月まで
の進路決定率は９
７．０％で目標を
達成することがで
きた。また、特別
に支援を要する生
徒に対し、組織的
な進路支援を実施
することができ 
た。今後は未内定



 
 
 
 
○保護者に対

して進路意
識を高揚で
きる手立て
が図られて
いるか 

、３年生の１
月までの進路
決定率を９３
％以上とする 

○保護者への情
報の発信を、
学年や時期に
応じて行う 

 
 
 
 
○資料の提供や

ガイダンスを
実施する。ま
た、進路資料
「進取」を発
行する 

者への継続支援と
他機関への接続な
どを図る。 

 
○保護者に対し、Ｐ

ＴＡ総会や学年保
護者会で進路に関
する情報の提供を
適宜実施し、初期
の目標を達成する
ことができた。 

生徒 
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立 
 
 
 

○全職員で生
徒の指導に
取り組んで
いるか 

 
 
○地域や保護

者、中学校
等と連携し
て生徒の指
導に取り組
んでいるか 

○多高生とし
ての誇りを
持たせる工
夫を行って
いるか 

 
 
 
 
○生徒が安心

・安全な生
活を送る体
制づくりが
できている
か 

○全職員による
声かけと対話
を通し、多高
生としての規
範意識を高め
る 

 
○指導を通し、

保護者との連
携を深め、皆
で生徒を見守
る体制を作る 

 
 
 
○行事や委員会

活動等を通し
感動体験の場
の提供、「多
良木ファミリ
ー」の一員と
しての高い意
識、誇りを育
成する 

○二重ロック率
年間９５％以
上維持、登下
校中の交通事
故を０件にす
る 

 
 
 
 
○インターネッ
ト、ＳＮＳを介
したトラブルを
０件にする 

○学期１回の全
職員による登
校指導、日常
的登下校指導
、定期的校内
巡回指導を行
う 

○指導票による
指導 
○生徒指導部だ

よりを発行し
、生徒、保護
者への啓発、
情報発信を行
う 

○体育大会、木
綿葉フェスタ
等の行事や生
徒会活動、部
活動を通じ、
協力して得る
感動体験の場
を提供する 

 
○月１回の駐輪

場点検、交通
ルールについ
ての日常的指
導を行う 

 
○交通安全教室

を実施する 
 
 
○情報モラルに

関するＬＨＲ
を実施する 

Ａ 

○全職員での登校指
導は１学期のみ実
施した。校内巡回
指導は、１、２学
期に合計３回実施
した。 

 
○指導票による指導

は、期限内未提出
は９枚と減少させ
ることができた。
（１月末） 

 
 
 
○体育大会、木綿葉

フェスタは、生徒
会総務や委員会を
中心に工夫し、充
実した内容であっ
た。 

 
 
 
○駐輪場点検は計画

的に行えた。二重
ロック率は９４．
７％であった。意
識付けが今後の課
題である。 

○スタントマンを用
いた自転車交通安
全教室を開催でき
た。 

○生徒指導部だより
は、昨年度以上の
ペースで発行でき
ている。６号（１
月末） 

○インターネット・
ＳＮＳを介したト
ラブルは特に無 
い。 

人権教
育の推
進 

命を大切
にする心
を育む指
導（人権

○人権教育や
道徳教育の
LHRを学期
毎に委員会

○各学期毎に学
年に応じた内
容の人権教育
のLHRを設定

○年間計画に沿
って人権教育
推進委員会が
取り組む 

 
 
 
 

○人権教育推進委員
会を開き、人権教
育LHRの計画を立
てたが、２学期の



・道徳教
育をとお
して） 
 

の計画のも
と取り組ん
でいるか 

○職員が生徒
を指導する
際、言動が
人権に配慮
したものと
なっている
か 

 
○生徒に人権
を尊重する意
識が育ってい
るか 

する 
 
 
○職員が人権意

識や人権尊重
の視点を配慮
した言動を実
践し、体罰や
生徒・保護者
からの苦情を
ゼロにする 

○本校の人権教
育が充実してい
るという生徒が
８０％以上、生
徒の実態に即し
た人権教育を実
践しているとい
う職員が８０％
いるようにする 

 
 
 
○人権教育推進

委員会の計画
による職員研
修を実施する 

 
 
 
 
○各学年団、進
路指導部、教育
支援部等の連携
を密にし、学校
適応指導・就学
保障に取り組む 

 
 
 
 

Ｂ 

人権LHRは実施で
きなかった。今後
は生徒にとって実
り多い内容は何な
のかを、早めに人
権教育推進委員会
で決定したい。 

 
○全職員が人権尊重

の視点を配慮した
言動を実践してい
る。体罰があった
という報告はされ
ていない。引き続
きこの姿勢で教育
活動に当たりた 
い。 

 
○本校の生徒で、人

権教育が充実して
いると答えた生徒
は86％であり、目
標を達成した。し
かし、人権教育が
実りあるものに 
なっていると答え
た職員は57％であ
り、目標値を大き
く下回った。 

 各部署と連携を取
りながら、生徒に
とって実りある人
権教育を目指した
い。 

健康教育
の推進 
 
 

○安全で快適
な教育環境
を維持する
ため、自ら
進んで周囲
の美化に努
めることの
できる生徒
の育成 

○通常掃除の取
組姿勢の向上で
、環境美化精励
賞受賞者を増や
す 
 
 
 
 
 
○美化委員会の

活性化で、環
境リーダーの
育成を図る 

○校内放送を行
い、掃除時間
予鈴での移動
開始を100％
にする 

（生徒も職員も
協働の意識で
取組む） 

 
 
○委員会を定期

で開き、責任
を持って担当
の仕事に取り
組む（生徒主
導の活動を行
う） 

Ｂ 

○２学年となり、掃
除区域を縮小して
割り当てを行っ 
た。職員による監
督は熱心に取り組
まれ、開始時間を
守らせるための校
内放送は１学期、
生徒委員が持ち回
りで行い、おおむ
ね守る事ができ 
た。 

○委員に、節電・節
水を促すためのポ
スターを作成させ
教室掲示したが、
学校全体に向けて
の啓発活動が不足
した。 

○委員会の定期開催
はできず、連絡の
みが多かった。自
主的な活動が不足
した事が課題であ
る。 

○健康的な食
習慣をみにつ

○生徒の食生活
の実態を把握し

○文化祭で食育
関連の取り組み

 
 

○文化祭で３年生「
フードデザイン」



けさせるため
に、生徒の食
生活の把握と
、生徒・保護
者への啓発活
動が行われて
いるか 

、改善の方向性
を探り、学校・
家庭・地域が連
携して食育に取
り組む 

を行い、啓発す
る。 
○伝統料理や郷
土料理の料理実
習を地域と連携
し実施する 

 
Ｂ 

での取り組みを展
示した。 

○郷土料理講習は実
施できなかった 
が、郷土料理や伝
統料理について授
業の中で取り組 
み、関心を高める
ことができた。 

○保護者への啓発活
動は実施できな 
かった。 

いじめ
の防止
等 

いじめ未
然防止 
 
 

○全ての生徒
が「いじめ
は決して許
されない」
ことを理解
しているか 

○いじめの件数
を０件にする 

○学校行事等を
通して、生徒
同士の繋がり
を強くする 

○心のきずなを
深める標語の
作成を行う 

○情報モラルに
ついて、生徒
だけではなく
保護者への啓
発も行う 

Ｃ 

○４件のいじめ事案
が起こったことが
課題である。 

○情報モラル教育 
を、保護者会の時
に保護者と生徒一
緒に講習をするこ
とができた。 

○心のきずなを深め
る標語を作成し、
生徒会生徒によっ
て優秀作品を選定
した。その後、生
徒指導部便りで公
表した。 

いじめの
早期発見
と対応 
 
 

○いじめの早
期発見と、
適切な初期
対応がとれ
ているか 

○「いじめ」に
よる不登校・
進路変更者を
出さない 

○全職員の共通
理解の下、徹
底した支援と
指導を行う 

○６月、１１月
にアンケート
の実施 

○各部署での情
報共有の徹底 

○校内巡回指導
や個人面談の
実施 

○被害者への支
援、加害者へ
の指導を家庭
、関係機関と
も連携をとり
ながら徹底し
ていく 

Ｃ 

○アンケートを計画
通りに実施し、面
談、情報共有もス
ムーズに行うこと
ができた。それぞ
れのケースにあわ
せて、具体的な初
期対応をすること
ができた。 

○４件のいじめ事案
がおこったが、徹
底した支援と指導
に関しては課題が
残った。 
 

地域連
携（ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ・ｽｸ
ｰﾙなど） 
 
 

情報の発
信 
 
 

○ＰＴＡ会報
誌「木綿葉
」や「多高
ニュース」
を通じて保
護者や地域
の方々に学
校のＰＲに
つとめてい
るか 

 
 

○ＰＴＡ会報誌
「木綿葉」は
調査広報委員
を中心に４回
発行する。 
「多高ニュー
ス」は６回発
行する。 
中学校にも貼
付を依頼し、
学校のＰＲ活
動に努める 

○写真の管理を
徹底する。ま
た、レイアウ
トの方法等を
検討する。ま
た、複数の制
作者が担当し
、紙面の充実
を図る 

 

Ａ 

○係と調査広報委員
の方々の協力のお
かげで、内容が充
実したPTA新聞「木
綿葉」を発行する
ことができた。ま
た、多高ニュース
も縮小している 
が、計画的に発行
できていた。 

○保護者への
配付物がき
ちんと保護
者の手元に
届いている
か 

○配付物が生徒
の担当箱等に
残っていない 

○重要な文書に
ついては、担任
に協力してもら
い、回収を徹底
する 

Ａ 

○担任の先生方の協
力のおかげで、ス
ムーズに配布、回
収することができ
た。 



連携の取
組 
 

○ＰＴＡ会員
の意識の向
上と協力体
制が確立で
きているか 

 

○ＰＴＡ総会の
出席率を９０
％以上とする 

 
 

○出欠確認票の
完全回収を図
るため、提出
状況を随時連
絡できるよう
にする 

Ｂ 

○PTA総会の出席率
は81％と、目標を
達成することはで
きなかった。今 
後、保護者の方の
協力が得られるよ
うに、努力した 
い。 

○学校行事へ
の会員の協
力体制が強
まったか 

○ＰＴＡ活動に
協力的である
という保護者
を６０％以上
とする 

○評議員会を活
発化し、会員
への意識向上
の働きかけを
お願いする 

Ｂ 

○評議委員会では、
活発に意見交換さ
れた。しかしPTAの
活動に協力的であ
ると答えた保護者
は54％にとどまっ
た。PTA活動に参加
する保護者が限定
されているので、
もっと保護者が
PTA活動に参加し
たいと思う雰囲気
を作りたい。 

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽ

ｸｰﾙ 

○防災型コミ
ュニティス
クールとし
て連携がと
れているか 

○非常事態発生
時に備えて、
警察、消防、
地域、中学校
等と密な連携
をとる 

○学校運営協議
会を実施し、
防災マニュア
ルの見直し、
新しい防災マ
ニュアルを作
成する 

Ａ 

○計画通り、学校運
営協議会を開催で
きた。 

○マニュアル作成に
向けて地域との合
同での避難訓練を
実施することがで
きた。 

○防災マニュアルの
完成が今後の課題
である。 

    

４ 学校関係者評価 
○先生方の日頃の頑張りに感謝している。○１年生がいないなか２学年で良く頑張った。○具体
的目標の設定が「１人も出さない」「０にする」であるが、設定が高いのではないか、出ると評
価は「C」となるので具体的目標の設定を検討するべきでないか。○いじめの発生はどの学年が
多いのか。４件は２年生。○多良木高校は常に地域とどのように関わって行くべきかを考えて行
動されている。○地域との関わりがとても強い。○学校運営協議会（コミュニティ・スクール）
の取組みとして、地域との合同避難訓練は計画・内容共に素晴らしかった。○来年度は、多良木
町内にある中学校として高校と連携して取り組ませていただきたい。○求人状況は、どのような
推移になっているのか。年々増加している。（今年１月現在１０９４件、昨年９５０件、一昨年
７３２件）○学校行事等は、町内の防災無線等を活用して地域に知らせてほしい。○本校の実態
に応じた学力向上のための指標を考えてほしい。○最後の１年頑張ってほしい。○地域は今まで
通り学校への協力体制がある。○学校から地域へ情報を発信して、協力依頼をしてほしい。○新
聞への投稿「若者コーナー」はとても良い取組みであった。 

 

５ 総合評価 
＜アンケート対象者別＞ 
１ 職員 
 （１）ポイントが高い項目 
   13 行事の充実              79.7（+6.9） 
   20 開かれた学校づくり          76.8（-1.0） 
   19 部活動は活発で好影響         73.9（-1.4） 

（２）ポイントが低い項目 
    5 仕事上の連携             13.0（-7.9） 
   14 人権教育の取組            13.0（+6.9） 

（３）ポイントが伸びている項目（10 ポイント以上） 
   3 校務分掌のバランス          24.6（+20.9） 
   2 本校目標の達成に向けての取組     71.0（+17.9） 



   1 本校目標を生徒や保護者に伝えている  44.9（+11.6） 
（４）ポイントが落ち込んでいる項目（10 ポイント以上） 
  18 校内美化               42.0（-20.9） 
  11 進路目標達成のための見通した指導   44.9（-13.1） 
   7 授業時数の確保            56.5（-11.4） 

２ 生徒 
 （１）ポイントが高い項目                   ２年 ３年 
   11 学校行事は充実している        70.4（-2.5）  63.7 77.1 
   12 図書館は利用しやすい         65.4（+6.7）  45.1 86.1 
    1 校訓が言える             64.0（-0.8）  58.8 69.2 
   15 部活動に積極的            64.0（-0.8）  63.7 64.2 
 （２）ポイントが低い項目 
    3 授業の教え方・説明が分かりやすい   28.4（-0.5）  22.5 34.3 

（３）ポイントが伸びている項目 
  17 配布物を確実に保護者に渡している   62.5（+17.2）  59.8 65.2 
  16 ボランティア活動に積極的       38.3（+12.5）  44.1 32.3 
  14 互いの意見を尊重し合うようにしている 56.5（+11.6）  55.9 57.2 
   2 キャッチフレーズ「志高く～」が言える 52.6（+10.4）  43.1 62.2 
（４）ポイントが落ち込んでいる項目・・・特になし 

 （５）その他 
   ・学年を追う毎に総合ポイントが大きく伸びている。 
３ 保護者 
 （１）ポイントが高い項目                   ２年 ３年 
    3 入学させて良かった          70.0（-3.3）  64.6 75.4 
    2 保護者や地域から信頼されている    68.2（+6.7）  67.2 69.2 
   19 部活動は活発で好影響         66.9（+10.7）  64.6 69.2 
 （２）ポイントが低い項目 
   17 ＰＴＡ活動に協力的          10.9（+3.0）   3.0  1.6 

（３）ポイントが伸びている項目 
  10 健康・安全教育に力を入れている    61.5（+11.9）  62.1 61.0 
  19 部活動は活発で好影響         66.9（+10.7）  64.6 69.2 
   6 生徒指導は適切            57.3（+10.0）  51.5 63.1 
（４）ポイントが落ち込んでいる項目・・・特になし 

※ポイントの算出法「Ａ×1＋Ｂ×1/3＋Ｃ×(-1/3)＋Ｄ×(-1)」 
 

「行事の充実」に関する値は職員と生徒共に高く、「キャッチフレーズが言える」値も伸びて
いることから、「感動体験」を通した教育活動が実施できている。部活動に関する項目も、生徒
と保護者ともに伸びが大きく、職員も含め高い値が出ており、部活動が本校教育活動に与えてい
る影響は大きい。また、職員の「開かれた学校づくり」の項目の値が高く、保護者の「保護者や
地域から信頼されている」の項目の値も高いことから、「地域に根ざし、地域に開かれた学校づ
くり」に向けた取組は十分にできていることがうかがえる。 

一方、生徒の「授業の教え方・説明が分かりやすい」の項目が依然低く推移しており、一人一
人の教育的ニーズに応じた指導が不十分であると考えられる。学力向上に向けて効果的な授業を
実施するために、公開授業や研究授業、授業評価アンケート等を積極的に活用したい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
学校活性化 転退学者等の進路変更を１人も出さない。 
      月の実働勤務時間数が８０時間を超える職員を出さない。特定の職員に負担が偏

らないように努める。 
学力向上  平均家庭学習時間を７０分確保させる指導を行う。 
進路意識  資格取得率のアップを図る指導を行う。就職内定辞退や早期離職を未然に防ぐ指

導を行う。 
生徒指導  学校行事の工夫を行い、感動体験の場を提供する。インターネット・SNSを介し

たトラブルについて徹底指導を行う。 
人権教育  一人一人を大切にする人権尊重の視点で、教育活動を行う。 
いじめ防止 いじめを許さない指導、アンケート等を実施しいじめの早期発見・早期対応を行

う。 
地域連携  学校運営協議会を更に充実させ、地域との連携を図り、防災意識を持たせ、非常

事態発生時に備える。 

 


